









　本訳注は『富山大学人文学部紀要』第 61 号（2014 年 8 月）掲載の「『タズキラ・イ・ホージャ
ガーン』日本語訳注（1）」の続編であり，日本語訳する範囲は底本（D126 写本）の p. 28 / fol. 














1）A・B・C 三系統の諸写本における本章と次章の原文と英訳ならび注釈について，SAWADA Minoru, 
“Three Groups of Tadhkira-i khwājagān: Viewed from the Chapter on Khwāja Āfāq,” James A. 
MILLWARD, SHINMEN Yasushi, SUGAWARA Jun (editors), Toyo Bunko Research Library 12. 




V，Or. 5338, fol. 14a では ČV と綴られているが，ms. 3357, fol. 24b; Or. 9660, fol. 14a; 
Or. 9662, fol. 21b の綴り（JV）に従う。ジョーはチベットのラサを指していると考えられる（SAWADA 
Minoru, “Three Groups of Tadhkira-i khwājagān: Viewed from the Chapter on Khwāja Āfāq,” p. 12, 
note 9）。　


































4）D126 では JA と綴られているが，ms. 3357, fol. 25a; Or. 5338, fol. 14b の綴り（JLA）と Or. 9660, 
fol. 14a の綴り（JALA）に従い，jala と読む。　
5）ms. 3357, fol. 25a により「民」（h
˙
alq）を補う。　
6）ms. 3357, fol. 25b; Or. 9660, fol. 14b; Or. 9662, fol. 22a により「行くこと」（barmaqï）を補う。　
7）天山山脈北麓のイリ（またはイリ河）を指している。Ili は中国人の発音で，トルコ系の人々は Ila と
呼ぶという（E. D. Ross (tr.), A History of the Moghuls of Central Asia. Being the Tarikh-i-Rashidi of 
Mirza Muhammad Haidar, Dughlat. Edited with commentary, notes, and map by N. Elias. London: 
Curzon Press, New York: Barnes and Noble, 1972 (First published 1895, Second edition 1898), p. 66, 
note 3）。　
8）ジューンガル王国のガルダン・ボショクト・ハーン（Galdan Boshoktu Khan，在位 1671-97 年）の
ことである。Or. 5338, fol. 14b では ŠBVR H
ˇ
AN，ms. 3357, fol. 25b; Or. 9660, fol. 14b; Or. 9662, 






































と相談して，〔カルマクは〕手ぶらで戻らないだろうと，四千枚の衣服（tört miŋ ton sar u pāy）
9）ハーキムには支配者，統治者，知事などの意味があるが，清朝統治期の用法からすれば，ここでは都市
長官あるいは行政長官のことであろうと思われる。　
















戦』との間で」『東洋史研究』52-2，1993 年，128 頁，146 頁，注 28）。　
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ānïm17） Pādišāh）【p. 31 / fol. 16a】と呼ばれていた。彼女をホージャ・アー
13）D126 では TNKHKH と綴られているが，ms. 3357, fol. 26b; Or. 5338, fol. 15b; Or. 9660, fol. 15a; 
Or. 9662, fol. 23a の綴り（TNKH）に従う。テンゲは名目貨幣で，プルという銅銭 50 枚が 1 テンゲに
相当する（堀直「清代回疆の貨幣制度――普爾鋳造制について――」『中嶋敏先生古稀記念論集（上巻）』




支配期の東トルキスタン（回疆）の西部 ( カシュガル～ホタン ) ではプルという鋳造貨幣が通用してい
たが，東部（カラ・シャフル～アクス）ではプルは通用せず，銀・土地あるいは棉布で決済がなされて
いた。そのような実情からすれば，本文中の「四千枚の衣服」は東部から，「四千テンゲ（に相当する
プル）」は西部から徴収されたと解釈することもできよう。なお，A グループの写本（Turk d. 20, fol. 
26a; D191, fol. 31a）では「千枚の衣服」「千テンゲ」になっている。筆者が C 系統写本に分類してい
る Bodleian, Ind. Inst. Turk 3, fol. 20b; Staatsbibliothek, Preussischer Kulturbesitz, Orientabteilung, 
Ms. or. fol. 3292, p. 49 は「十万テンゲ」とする（Sawada Minoru, “Three Groups of Tadhkira-i 
khwājagān: Viewed from the Chapter on Khwāja Āfāq,” pp. 16, 28-29 参照）が，本書【pp. 49-50 / 
fol. 24b-25a】で後述されるように年額 10 万テンゲということであろう。　
15）バルトリド氏はこの段落のテキストを三写本（D191, D126, C582）により載せている（V. V. 
Bartol’d, “Retsenziya na knigi: Taarikh-i Emenie. Istoriya vladetelei Kashgarii (1905),” Sochineniia, 
tom 8, Moscow: Nauka, 1973, p. 217）。　
16）実際には弟ではなく，甥（イスマーイール・ハーンの兄弟スルターン・サーイード・バーバーの息
子）にあたる。ハーン家成員の治世と系図については，O. F. Akimushkin, “Khronologiya praviterei 
vostochnoi chasti Chagataiskogo ulusa (liniya Tugluk-Timur-khana).” Vostochnuii Turkestan i 
Srednyaya Aziya. Istoriya. Kul’tura. Svyazi. Moskva: Nauka, 1984, pp. 156-164, 224-225 を参照。
17）D126 では H
ˇ






























18）Staatsbibliothek, Preussischer Kulturbesitz, Orientabteilung, Ms.or.oct. 1692 写本に載せられてい











ディシャーのことであるとみなされる。Cf. Martin Hartmann, “Ein Heiligenstaat im Islam: Das Ende 
der Caghataiden und die Herrschaft der Choğas in Kašgarien.” Der Islamische Orient.Berichte und 




のホージャ・アブド・アッラーと混同されがちである。本書【p. 8 / fol. 4b】の血統では，ホージャ・
ダーニヤールの父の名をホージャ・アブド・アッラーと記すが，【pp. 27-28 / fol. 14a-b】の叙述では，
ダーニヤールとシュアイブの父はホージャ・ウバイド・アッラーである（拙稿「『タズキラ・イ・ホー
ジャガーン』日本語訳注（1）」67，86 頁参照）。　
20）ディーヴァーナには「乞食僧（beggar-monk）」（Gunnar Jarring, An Eastern Turki-English Dialect 



























LFH と綴られているが，ms. 3357, fol. 27b; Or. 5338, fol. 16a; Or. 9660, fol. 16a; Or. 
9662, fol. 23b の綴り（H
ˇ
LYFH）に従う。　
22）D126 では FSTPH と綴られているようであり，ms. 3357, fol. 28a; Or. 9660, fol. 16a では PŠTH，
Or. 9662, fol. 24a では FŠTH と綴られている。Or. 5338, fol. 16a では，判読しにくいが，FVŠT と綴
られているようである。A グループの写本（Turk d. 20, fol. 26b; D191, fol. 32a）では PŠT と綴られ
ており，これに従う。　
23）ファイザーバードはカシュガル城市の東方およそ 67km に位置する町。Sven Hedin, Central 
Asia Atlas (The Sino-Swedish Expedition, Publication 47, I. Geography, 1), Stockholm: Statens 
Etnografiska Museum, 1966, NJ43 の地図参照。　
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2004 年，104-105 頁参照）。ショー氏はトクズ・ケント（“nine villages”）として，ヤルカンドの南方・
東南方の広大な範囲に点在する Pialma〔グマの東南およそ 87km〕，Guma，Zangoya〔グマの東南お
よそ 52km〕，Chodar，Sanju，Boria，Dawa, Koshtak，Ui-Tughrak を挙げているが，根拠は記されて







ādiq Kashghari,” edited with introduction and notes by N. Elias, 
Supplement to the Journal of the Asiatic Society of Bengal, Vol. 66, Part 1, 1897, p. 38, footnote 18）。本




25）アク・サラーイはホタン城市の西北西およそ 24km に位置する村。Aurel Stein, Innermost Asia, vol. 
4, Maps, Oxford: Clarendon Press, 1928, Serial No. 9 の地図参照。　
26）アク・ヤールはアクス城市の西南西およそ 37km に位置する村。Sven Hedin, Central Asia Atlas, 
NK44 の地図参照。　














28）「さらにまた～過ごすように」の一文は D126 と Or. 5338, fol. 16b にはない。ms. 3357, fol. 28b; Or. 
9660, fol. 16a; Or. 9662, fol. 24a により補う。　
29）「と言って」は D126 と Or. 5338, fol. 16b にはない。ms. 3357, fol. 28b; Or. 9660, fol. 16a; Or. 9662, 
fol. 24a により補う。
30）D126 では Altūn mazārat。ms. 3357, fol. 28b; Or. 5338, fol. 16b では Altūn mazāratï，Or. 9660, fol. 
16a では Altūn mazār，Or. 9662, fol. 24a では Altūn mazārï と表記されている。　








32）「もしお越しになるならば，よりよくなるはずである」の一文は D126 と Or. 5338, fol. 16a にはない。
ms. 3357, fol. 28b; Or. 9662, fol. 24b; Cf. Or. 9660, fol. 16b により補う。　
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33）グマ（Guma Bazar）の南南東およそ 50km に位置する Sanju Bazar，もしくはその傍らを流れる河川
（Sanju Darya）に当たろう。Sven Hedin, Central Asia Atlas, NJ44 の地図参照。　
34）D126 では「サーンジューに」と「出た」の間に「我々は歩を進めた。我々に安心」との語句が記さ
れているけれども，抹消線が引かれている。Or. 5338, fol. 16b; ms. 3357, fol. 28b; Or. 9660, fol. 16b












































39）この後に，A グループ写本の Turk d. 20, fol. 28a では（Cf. D191, fol. 34a），「猊下が逝去してから後，
アク・バシュ・ハーンが数千のディーヴァーナたちを集め，羊のように〔ディーヴァーナたちの〕喉を
切って水車の渠に〔彼らの血を流して〕，水車を回して粉を挽いた」と記されている。　
40）ms. 3357, fol. 30b では「物語の章（fas
˙
l-i dāstān）」と記されているが，D126; Or. 5338, fol. 17b; Or. 
9660, fol. 17b; Or. 9662, fol. 26a には「さて（ammā）」と記されているだけである。　
41）サマルカンドの北郊ダフビードにあるマフドゥーミ・アーザムの墓については，拙稿「『タズキラ・イ・
ホージャガーン』日本語訳注（1）」80 頁参照。　
42）D126 では panā であるが，ms. 3357, fol. 30b; Or. 9660, fol. 17b の panāh による。　
－ 98 －
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43）D126 と Or. 9662, fol. 26b では vāris
ˉ
-i anbiyā va al-mursalīn であるが，ms. 3357, fol. 31a; Or. 5338, 
fol. 18a; Or. 9660, fol. 18a の vāris
ˉ
 al- anbiyā va al-mursalīn が正しい。　
44）D126 および ms. 3357, fol. 31a; Or. 5338, fol. 18a では H
ˇ
ōjam に対格の nï が付されているが（Cf. 
Or. 9660, fol. 18a），Or. 9662, fol. 26b のように nï は不要である。　





āliq ‘JDVANY と誤記されており，ms. 3357, fol. 31b; Or. 5338, fol. 18a; 
Or. 9660, fol. 18a; Or. 9662, fol. 26b の ĠJDVANY による。アブド・アルハーリク・グジュドワーニ
ー（1179 年没）はナクシュバンディー教団（当時の名称はホージャガーン教団）の始祖である（川本
正知「ナクシュバンディー教団」『シリーズ世界史への問い 4 社会的結合』東京：岩波書店，1989 年，
174 頁参照）。　
47）すでに逝去している聖者グジュドワーニーの霊魂から教導をうけたということである。　
48）  D126; Or. 5338, fol. 18a; Or. 9660, fol. 18a; Or. 9662, fol. 26b では BZRVK/PZRVK と誤記されて
おり，ms. 3357, fol. 31b の BZRK による。


















ujandīnïŋ mazārātlarïġa barïp isti‘ānat 
tilär edilär vä bisyār fayd
˙
 tapar edilär）という文章がある。Or. 9660, fol. 18b では「シャイフ・マスラ
ハト・フジャンディー猊下の墓廟に行って助けを求めていた。多くの恩恵を得ていた」，Or. 9662, fol. 
27a では「ホージャ・ヤークーブ・ホージャム猊下はシャイフ・フジャンディー猊下の墓廟に行って助










スラハト）廟の現状と他の史書における言及については，澤田稔「第 1 章 フェルガナ盆地における聖
地調査」『中央アジアのイスラーム聖地――フェルガナ盆地とカシュガル地方――』（シルクロード学研
究 28），奈良：シルクロード学研究センター，2007 年，12-13 頁を参照。　
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の前述箇所【pp. 30-31 / fol. 15b-16a】において，ムハンマド・エミーン・ハーンの妹ハーニム・パー
ディシャーがホージャ・アーファークに嫁いだことが述べられている。　








じ A グループ写本の D191, fol. 35b は「ハーニム・パーディシャーから息子があった」とのみ記す。
Mīr H
ˇ





アブド・アッラシード・ハーンの妹とする史料も存在する（本書【p. 31 / fol. 16a】の注を参照）。　
54）Or. 9662, fol. 27b のみが主語としてホージャ・アーファークの名を記している。　
－ 100 －
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55）文脈上ホージャ・マフディーを指しているが，A グループ写本の Turk d. 20, fol. 30a; D191, fol. 35b
では直前にホージャ・ハサンの名前を挙げているので，A グループ写本において「この子」は文脈上ホ
ージャ・ハサンを指している。　
56）ホージャ・アーファークは 1105 年 7 月 1 日（西暦 1694 年 2 月 26 日）に逝去した（『ターリーヒ・
ラシーディー』テュルク語訳附編，日本語訳，156 頁）。　
57）D126; Or. 5338, fol. 18b; Or. 9660, fol. 19a で は YARKNDH と 記 す が，ms. 3357, fol. 32b の
YARKNDDH に従う。　






vājamnïŋ ziyāratlärigä bardïlar と記す。
59）D126; ms. 3357, fol. 33a; Or. 5338, fol. 19a は SARY H
ˇ
AK と綴る。Or. 9660, fol. 19a はこの個所で
は SAR H
ˇ






という語の代わりに使用される（Robert Barkley Shaw, A Sketch of the Turki Language as Spoken in 
Eastern Turkistan (Kàshghar and Yarkand), Part 1, Culcutta, 1878, p. 92）。　
61）D126 と Or. 5338, fol. 19a では，「敵たち」（dušmanlar）の前に「友たち」（dūstlar）があるが，不要
である。なお，dušman の綴りが D126; Or. 9660, fol. 19a; Or. 9662, fol. 28a では DVŠMAN となって
いる。　
62）ms. 3357, fol. 33a; Or. 9662, fol. 28a により主語の「人々」（h
ˇ
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パーディシャーはヤルカンドへ向かうことにした。【p. 39 / fol. 20a】数日後の夜，ディーヴァー
ナたちはミールザー・バラート・アーホンを手斧で殉教死させた。
63）D126 と Or. 5338, fol. 19a では mulāzimat とするが，ms. 3357, fol. 33a; Or. 9660, fol. 19b; Or. 9662, 
fol. 28a の malāmat が正しい。　
64）  D126 では MKYN，ms. 3357, fol. 33a; Or. 5338, fol. 19a; Or. 9660, fol. 19b では MYKYN と綴る
が，Or. 9662, fol. 28a の MV AYKYN により mu ekin と読む。　
65）D126 では AVKVY，Or. 9662, fol. 28a では AVKY と綴るが，ms. 3357, fol. 33a; Or. 5338, fol. 
19a; Or. 9660, fol. 19b の AVKAY に従う。







68）ms. 3357, fol. 33a による補足である（Cf. Or. 9660, fol. 19b; Or. 9662, fol. 28a）。　




70）D126 と Or. 5338, fol. 19b の綴り（‘ABD ALT
˙
YF）を修正した。ms. 3357, fol. 34a; Or. 9660, fol. 
20a; Or. 9662, fol. 28b は「ラティーフ・ブカーウル」とする。なお，トルコ語〔テュルク語〕のブカ
ーウルは「毒見役」で，軍の監督官も務めたという（間野英二『バーブル・ナーマの研究 III 訳注』京都：
松香堂，1998 年，68 頁，脚注 419）。　
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キーをハーキムにした。ヤルカンドに対してシャ ・ーサーイード・ベグ（Šāh Sa‘īd Beg）がハー
キムであった。彼も捕まえて殺し，別のハーキムを置いて，〔ハーニム・パーディシャーは〕77）
息子の〔ホージャ・〕マフディー〔・ホージャム〕78）をハーンに推戴した。その時，二人の者
71）このペルシア語の詩は D126; Or. 5338, fol. 19 にはなく，ms. 3357, fol. 34a; Cf. Or. 9660, fol. 20a; 
Cf. Or. 9662, fol. 28b により補う。









T と綴るが，ms. 3357, fol. 34a; Or. 5338, fol. 19b; Or. 9660, fol. 20a; Or. 





74）“Geneaology der Chogas,” Ms.or.oct. 1692, pp. 164, 166 によれば，ホージャ・ヤフヤー・ハーン・
ホージャムはホージャ・アーファーク・ホージャムより六ヶ月後，YFLAQ TRK で殉教者となり，そ
の逝去の年は 1106 年（西暦 1694-95）である。ハルトマン氏は YFLAQ TRK を Yapalak Terek と読
む（Martin Hartmann, op. cit., p. 313）。
75）Or. 9660, fol. 20a は「ディーヴァーナ・スーフィーたち」とする。　
76）Töšük < TVŠVK Tāġ（「洞穴の山」）。英国のカシュガル総領事であった登山家のエリック・シプト
ン氏は，カシュガル西北西 25 マイル /40 キロほどにある「ぎざぎざのある岩峰の山なみ」を Tushuk 
Tagh （Cave Mountains）と名付けて探査している（エリック・シプトン（著）・水野勉（訳）『ヒマ
ラヤ 人と辺境 7 ダッタンの山々』東京：白水社，1975 年，108-123 頁，Eric Shipton, Mountains of 
Tartary, London: Hodder and Stoughton, [1951], pp. 88-101）。原著の pp. 96, 97, 112, 113 および




『18-19 世紀 東トルキスタン社会史研究』東京：吉川弘文館，1963 年，539-540 頁，嶋田襄平「アルテ
ィ・シャフルの和卓と汗と」『東洋学報』34 (1-4)，1952 年，116 頁）。なお，佐口氏の訳文では「西北
八十余里」となっているが，原文は「西北」ではなく「正北」である。『回疆志』巻 1・巻 2 の校訂テ
キストは『トルキスタンの社会史・文化史に関する総合的研究』昭和 56 年度科学研究費補助金総合研
究 (A) 研究成果報告書，代表：本田実信，1982 年に載せられている。　
77）Or. 9662, fol. 28b による補足。　
78）D126; Or. 5338, fol. 20a は「マフディー」とのみ記すが，ms. 3357, fol. 34a; Or. 9660, fol. 20a; Or. 
9662, fol. 28b は「ホージャ・マフディー・ホージャム」と記す。　
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81）Or. 5338, fol. 20a; Or. 9660, fol. 20b では Fāqlāndūr。　
82）D126 は tuġman idi と書くが，ms. 3357, fol. 34b; Or. 5338, fol. 20a; Or. 9660, fol. 20b の tuġmaġan 
erdi / idi による。　






84）Or. 9660, fol. 20b は「ディーヴァーナ・スーフィーたち」とする。　
85）ms. 3357, fol. 35a; Or. 9660, fol. 20b の kötärip による補足。　
86）ms. 3357, fol. 35a; Or. 5338, fol. 20a; Or. 9660, fol. 20b の dep による補足。　
87）この一文は A グループ写本の Turk d. 20, fol. 31b; D191, fol. 37b にはない。Turk d. 20, fol. 30a に
よると，ホージャ・マフディーとホージャ・ハサンは兄弟である。本書の【p. 31 / fol. 16a】と【p. 36 
/ fol. 18b】の注を参照。　
88）D126; Or. 5338, fol. 20a; Or. 9660, fol. 20b では YARKNDHと記すが，ms. 3357, fol. 35a の YARKNDDA
または Or. 9662, fol. 29a の YARKNDDH に従う。　
89）D126 では miŋ（千）の M の綴りが不分明であるが，ms. 3357, fol. 35a; Or. 5338, fol. 20a; Or. 
9660, fol. 20b; Or. 9662, fol. 29a の綴り MYNK による。　
90）Or. 9660, fol. 20b は「ディーヴァーナ・スーフィー」とする。　
－ 104 －
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VMT と綴るが，ms. 3357, fol. 35a; Or. 5338, fol. 20a; Or. 9660, fol. 20b の綴り ĀRD
˙
VMT
による。なお，直後の個所で D126 も ARD
˙















口透『18－19 世紀 東トルキスタン社会史研究』42 頁参照），このアールズーマトの場合，その職務内
容は不明である。　
93）イシク・アガは，清朝統治期の用法からすると，ハーキムの副官であると見られる。　
94）ムッラー・サキーはカシュガルのハーキムであった（本書【p. 39 / fol. 20a】）。　
95）ms. 3357, fol. 35a の yïldam，Or. 9660, fol. 21a の zūd による補足。　
96）D126 は KRAH と綴っているように見えるが，ms. 3357, fol. 35b; Or. 5338, fol. 20b; Or. 9660, fol. 
21a; Or. 9662, fol. 29b により kamrāh と読む。　





ND と誤記する。Or. 5338, fol. 20b; Or. 9660, fol. 21a; Or. 9662, fol. 29b は H
ˇ
VJND，




100）D126; Or. 5338, fol. 20b では「ハーン・ホージャム」，ms. 3357, fol. 35b-36a; Or. 9662, fol. 29b で
は「ハーン」，Or. 9660, fol. 21a では「アク・バシュ・ハーン」となっている。　
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101）ms. 3357, fol. 36a; Or. 9660, fol. 21b; Or. 9662, fol. 30a により補う。　
102）D126 は H
˙
YQAY MYZ と誤記するが，ms. 3357, fol. 36a の ČYQĠAYMIZ，Or. 9660, fol. 21b の
JYQĠAYMZ により čïqġayïmïz と読む。
103）D126 では H
˙
VL，ms. 3357, fol. 36b では HVLY，Or. 5338, fol. 21a では H
˙
VYLY，Or. 9660, fol. 
21b では H
˙
VLY，Or. 9662, fol. 30a では H
˙
ALY JA と表記する。havlī / h
˙
avlī と読む。　








などと説明される者である（間野英二『バーブル・ナーマの研究 IV 研究篇 バーブルとその時代』京都：
松香堂，2001 年，375 頁，脚注 4）。
107）D126 は JLVH と綴るが，ms. 3357, fol. 36b; Or. 9660, fol. 21b; Or. 9662, fol. 30a の綴り（JLV）
により jilau と読む。　
108）このペルシア語の詩は D126; Or. 5338, fol. 21a にはなく，ms. 3357, fol. 36b; Cf. Or. 9660, fol. 
22a; Cf. Or. 9662, fol. 30b により補う。　
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109）ms. 3357, fol. 37a; Cf. Or. 9660, fol. 22a により jang を補う。　




























112）天山山脈北麓のイリ（またはイリ河）を指している。本書【p. 29 / fol. 15a】の注を参照。　
113）D126 では BARYB (barïp) と記すが，Or. 5338, fol. 22a の BRYB により berip と読む。　
114）ブローフィ氏は，ホージャ・アフマドがジューンガル（カルマク）によりカシュガルから連れ去ら
れた出来事を 1130/〔西暦〕1717-18 年とするオスマン語の書籍（Mehmed Âtif, Kaşgar tarihi: Bâis-i 
hayret ahvâl-i garibesi,〔Istanbul: 1301/1883-83〕）を挙げている（David Brophy, “Mongol-Turkic 
Language Contact in Eighteenth-century Xinjiang: Evidence from the Islāmnāma,” Turkic Languages, 
15 (1), 2011, p. 63, note 16 参照）。しかし，Robert Barkley Shaw, “The History of the Khōjas of Eastern-






ādiq Kashghari,” p. 41, footnote 
25 は，この出来事は 1713 年頃のことであろうとしている。　
－ 108 －
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115）アラビア文字の表記は，D126; Or. 9662, fol. 32a で AYRAN QBVRĠA，ms. 3357, fol. 39b で
AYRN QBVRĠA，Or. 5338, fol. 23a; Or. 9660, fol. 23b で AYRAN QBVRĠH である。エレン・カ
ブルガは，イリ河の支流ハシュ（カシュ）河の水源付近の山地，エレーン・ハビルガの訛りであろう。
若松寛「ツェワン・アラブタンの登場」『史林』48-6，1965 年，56 頁参照。張其昀（主編）『中華民国
地図集 第二冊 中亜大陸辺疆』1960 年，E10 の地図に EREN HABIRGA の記載がある。　
116）D126 は NYSAN と綴るが，ms. 3357, fol. 39b; Or. 5338, fol. 23a; Or. 9660, fol. 23b の NSYAN に
より nisyān / nasyān と読む。　
117）ms. 3357, fol. 39b; Or. 9660, fol. 23b により補う。　
118）D126; Or. 5338, fol. 23a; Or. 9660, fol. 23b; Or. 9662, fol. 32a は DVRY と綴るが，ms. 3357, fol. 
39b の DR により durr-i と読む。　
119）この一文の意味を解し得ない。Or. 9660, fol. 23b; Or. 9662, fol. 32a では「一人の息子が残っていた
そうだ」という語句がある。　




































YRKAN，Or. 5338, fol. 23b では BAZYRKAN，Or. 9660, fol. 24a では BAZRKAN，
ms. 3357, fol. 40b では BAZRKANY と綴る。　
124）D126 は PR ŠAN と綴るが，ms. 3357, fol. 40b の BR NŠAN により bir nišān と読む。　
125）QVAN（D126; ms. 3357, fol. 40a; Or. 5338, fol. 23b; Or. 9660, fol. 24a; Or. 9662, fol. 33a）。　
126）D126 は h
ˇ
alvat，ms. 3357, fol. 40b; Or. 9662, fol. 33a は h
ˇ
alvat tapïp/ tafïp と書くが，Or. 5338, 




128）D126 は kitāb qïldurup と書くが，ms. 3357, fol. 40b; Or. 5338, fol. 23b; Or. 9660, fol. 24a の kitābat 
qïldurup による。　
129）D126 の ŠVRŠ，Or. 5338, fol. 24a の ŠVRYŠ により šūriš と読む。ms. 3357, fol. 41a; Or. 9660, 
fol. 24b; Or. 9662, fol. 33a の SVZYŠ（sūziš）によれば，「いらだち / 苦悩」というほどの意味になる。
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131）   A グループの写本（Turk d. 20, fol. 35b; Cf. D191, fol. 42a）では「ハリーファ・ウバイド・アッラーと，
アーホンド・ムッラー・イブラーヒームであるムッラー・マシュフール」としている。　
132）  D126; ms. 3357, fol. 41a; Or. 5338, fol. 24a; Or. 9660, fol. 24b; Or. 9662, fol. 33a において KYV
と綴られている。KYV には Eidam（娘婿）の語義がある（Julius Theodor Zenker, Türkisch-Arabisch-
Persisches Handwörterbuch, Hidesheim, New York: Georg Olms Verlag, 1979 (Nachdruck der 
Ausgabe Leipzig 1866), p. 787）。現代ウイグル語の küyö（飯沼英二『ウイグル語辞典』東京：穂高書店，
1992 年，172 頁，新疆大学中国語系（編）『維漢詞典』烏魯木斉：新疆人民出版社，1982 年，225 頁），
ウズベク語の kuyov（Natalie Waterson, Uzbek-English Dictionary, Oxford: Oxford University Press, 
1980, p. 57）に当たる。　
133）D126 では iqrār bolmadï と記されているが，ms. 3357, fol. 41b; Or. 9660, fol. 24b; Or. 9662, fol. 
33b の iqrār qïlmadï による。　
134）ms. 3357, fol. 41b; Or. 9660, fol. 24b; Or. 9662, fol. 33b により補う。　
135）ms. 3357, fol. 41b; Or. 9662, fol. 33b; Cf, Or. 9660, fol. 25a により補う。
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ādiq Kashghari,” p. 41, footnote 26 参照。　
137）D126; Or. 5338, fol. 24b は TYMVR，ms. 3357, fol. 42a; Or. 9660, fol. 25a; Or. 9662, fol. 34a
は TMVR と綴る。アーファーク派のブルハーン・アッディーンの子サリムサクと近しい関係にあっ
た（Mezhdunarodnye otnosheniya v Tsentral'noi Azii, XVII-XVIII vv. Dokumenty i materialy, Kniga 2, 
Moskva: Nauka, 1989, p. 254）ムハンマド・アミーンは，「アブド・アッラシード・ハーンの息子エ
ルケ・ハーンの息子ティムール・ハーン（Tīmūr H
ˇ
ān bin Erkä H
ˇ











ūh, Institut vostokobedeniya Akademii Nauk 
Respubliki Uzbekistan, No. 753, fol. 133a）。次注のとおり，アブド・アッラシード・ハーンはヤルカンド・
ハーン家の成員であり，その子孫がイリに留め置かれていたのである。










ハーン家）の阿卜都里什特（‘Abd al-Rashīd II）の子である。佐口透『18 － 19 世紀東トルキスタン社
会史研究』14-15 頁，佐口透「チャガタイ・ハン家の末裔と清朝」松田壽男博士古稀記念出版委員会（編）
『東西文化交流史』東京：雄山閣出版，1975 年，373, 374 頁（佐口透『新疆民族研究』東京：吉川弘文
館，1986 年，139，141 頁）参照。　
139）D126 では SVRVN TVRVB と綴るが，ms. 3357, fol. 42a; Or. 5338, fol. 24b; Or. 9660, fol. 25a; 
Or. 9662, fol. 34a の SVRVN TVZVB により sorun tüzüp と読む。sorun は「場所，席」，sorun tüz- は
「席を整える」という意味である（飯沼英二『ウイグル語辞典』332 頁，新疆大学中国語系（編）『維漢
詞典』425 頁，Cf. 『維吾爾語詳解辞典 縮印本（維吾爾文）』烏魯木斉：新疆人民出版社，1999 年，632
頁）。小沼氏は「会議（sürün）を開き」と読み，「ザルゴ（法廷）」開催の場面と理解する（小沼孝博『清
と中央アジア草原』43 頁）。おそらく小沼氏の理解は正しいであろうが，sürün という単語とその語義
（a Royal assembly, a King's Court）を，同氏が依拠した Robert Barkley Shaw, A Sketch of the Turki 
Language as Spoken in Eastern Turkistan (Kàshghar and Yarkand), Part 2: Vocabulary, Turki-English, 
Culcutta, 1880, p. 124）以外の辞典では見出していないので，「席を整えて」と訳す。なお，A グルー
プの写本（Turk d. 20, fol. 36a; Cf. D191, fol. 42b）には sorun tüzüp という表現はなく，「ムスリム
たちの一団は自分たちの仕方で服を着てターバンをつけて sorun に入って来るように（sorunġa dāh
ˇ
il 
bolġay）」と述べられている。なお，『バーブル・ナーマ』には SVRVN AYLY という語があり，「上訴
の人々」と訳されている（間野英二『バーブル・ナーマの研究 I 校訂本』京都：松香堂，1995 年，74 頁，
24 行目，間野英二『バーブル・ナーマの研究 III 訳注』92 頁）。　
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141）ms. 3357, fol. 42b; Cf. Or. 9660, fol. 25b; Cf. Or. 9662, fol. 34a により補う。　
142）すぐ後の段落の記事からすると，ヤルカンド，カシュガル，アクス，ホタンを指していよう。　
143）ms. 3357, fol. 43a; Cf. Or. 9660, fol. 25b により補う。なお，Or. 9662, fol. 34b は「スルターンの息
子とともに」とするが，文脈にあわない。　
144）ms. 3357, fol. 43a; Cf. Or. 9660, fol. 25b; Cf. Or. 9662, fol. 34b により補う。　
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を取っていた。今もヤルカンド，カシュガル，ホタン 150）からであり，年に十万【p. 49 / fol. 
25a】テンゲを取っていた 151）。そして時々，イラに行って，王（törä）〔コンタージ〕に会っ
ていた。そして七年がこのようにして経った。コンタージの娘をトルグート・カルマク





VTN と表記されているが，ms. 3357, fol. 43a; Or. 5338, fol. 25a; Or. 9660, fol. 25b; 
Or. 9662, fol. 34b の H
ˇ
TN による。　










147）ms. 3357, fol. 43b; Or. 5338, fol. 25a-b; Cf. Or. 9660, fol. 26a; Or. 9662, fol. 34b により補う。　








149）D126; Or. 5338, fol. 25b は「千テンゲ」とするが，ms. 3357, fol. 43b; Or. 9660, fol. 26a による。
150）D126; Or. 9660, fol. 26a では H
ˇ








す。ホージャ・アーファーク時代のカルマクへの貢納について，本書【p. 30 / fol. 15b】にも記事があ
る。カルマク（ジューンガル王国）に納めた税については，羽田明『中央アジア史研究』京都：臨川書
店，1982 年の「第 5 章 ジュンガル王国とブハーラ人――内陸アジアの遊牧民とオアシス農耕民――」（初
出：1954 年）266-272 頁，佐口透『18 － 19 世紀 東トルキスタン社会史研究』40-44 頁，嶋田襄平「清
代回疆の人頭税」『史学雑誌』61-11，1952 年，27-28 頁，James A. Millward, Eurasian Crossroads. 
A History of Xinjiang, London: C. Hurst & Company, 2007, p. 92，James Millward, “Eastern Central 
Asia (Xinjiang): 1300-1800,” in Nicola Di Cosmo, Allen Frank, and Peter B. Golden (ed.), The 





































153）D126; Or. 9662, fol. 34b では DVRY，Or. 5338, fol. 25b; Or. 9660, fol. 26a では DRY と綴るが，
ms. 3357, fol. 44a の DR により durr-i と読む。
154）ms. 3357, fol. 44a により yak-dāna を補う。
155）D126 は QHR と綴るが，ms. 3357, fol. 44a; Or. 5338, fol. 25b; Or. 9660, fol. 26a; Or. 9662, fol. 
35a の QHRY による。　
156）D126 は H
ˇ






157）D126; Or. 5338, fol. 25b は「この者たちの撃退を」，Or. 9662, fol. 35a では「この不信心者（カーフ
ィル）の撃退」とするが，ms. 3357, fol. 44a; Or. 9660, fol. 26a による。　
158）D126 は ARRAH
˙





160）ms. 3357, fol. 44b; Or. 5338, fol. 26a により補う。　
161）ms. 3357, fol. 45a; Or. 9660, fol. 26b により補う。　
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162）KYV。本書【p. 46 / fol. 23b】にもこの単語があり，そこでは「婿」と訳した。Or. 9662, fol. 35b
は KYV ではなく，er < AYR（är：夫）という単語を使っている。　
163）ms. 3357, fol. 45a; Or. 9660, fol. 27a により補う。　













をかけられた。ガルダンツェリンはその使節団の 4 人を死刑に処して 2 人を追放してエヘ・アブガイを
1 年，獄につなぎ，自分の義母とその 3 人の娘を死刑に処した。I. Ya. Zlatkin, Istoriya Dzhungarskogo 
Khanstva 1635-1758, Izdanie vtoroe, Moskva: Nauka, 1983, p. 235 を参照。なお，アユーキ・ハー
ンは 1724 年 2 月 19 日に 77 歳で亡くなっている（Michael Khodarkovsky, Where Two World Met. 
The Russian State and the Kalmyk Nomads, 1600-1771, Ithaca and London: Cornell University Press, 
1992, p. 174）。　























7 － 117 －
『タズキラ・イ・ホージャガーン』日本語訳注（2）
ルマクたちに人を遣らせて 168），ホージャ・ジャハーン・ホージャムをイラから連れてきて，【p. 




























168）ms. 3357, fol. 45b; Or. 9662, fol. 36a は「手紙を送り（nāma ibärip）」，Or. 9660, fol. 27a は「手紙
を送らせ（nāma ibärtip）」とする。
169）Or. 9660, fol. 27a では，「か弱き女性・夫人たち（‘ājiza d
˙
a‘īfalar）」。　
170）ms. 3357, fol. 45b; Or. 9660, fol. 27a により「の諸霊魂（arwāh
˙
larï）」を補う。
171）ms. 3357, fol. 46a; Or. 9660, fol. 27b; Or. 9662, fol. 36a により「行動（‘amal）」を補う。




173）D126では YARKNDAと綴るが，ms. 3357, fol. 46a; Or. 5338, fol. 27a; Or. 9660, fol. 27bの YARKNDDA，
Or. 9662, fol. 36a の YARKNDDH に従う。　
174）ms. 3357, fol. 46a; Or. 9660, fol. 27b; Or. 9662, fol. 36a により補う。






176）D126 と Or. 5338, fol. 27a では oġul，ms. 3357, fol. 46b; Or. 9660, fol. 27b; Or. 9662, fol. 36b で
は oġul farzand。　
177）D126 と Or. 5338, fol. 27a では ‘ājiza，ms. 3357, fol. 46b では ‘ājizalar farzand ; Or. 9660, fol. 27b
では ‘ājiza farzandlarï; Or. 9662, fol. 36b では ‘ājiza farzand。
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 tamġa qïlïp erdi）。【p. 52 / fol. 26b】すなわち，それぞれのホージャムに一つ



























179）navāziš qïlur erdilär。D126; Or. 5338, fol. 27a; Or. 9660, fol. 27b; Or. 9662, fol. 36b は NVAZYŠ
と綴るが，ms. 3357, fol. 46b の NVAZŠ が正しい綴りである。
180）pidar-i buzurgvār。D126; Or. 5338, fol. 27a; Or. 9660, fol. 27b は PDRY と綴るが，ms. 3357, fol. 
46b; Or. 9662, fol. 36b のように PDR が正しい。　
181）D126 は TF(Q)VYZ，ms. 3357, fol. 46b は TFVYZ，Or. 5338, fol. 27a は TF(Q)VYD
˙
，Or. 9660, 
fol. 28a は TQVYZ，Or. 9662, fol. 36b は TQDYR と綴るが，tafwīd
˙
と読む。　
182）D126; Or. 9660, fol. 28a では H
ˇ
VTN と表記されているが，ms. 3357, fol. 46b; Or. 5338, fol. 27a; 
Or. 9662, fol. 36b の H
ˇ
TN による。　
183）yurt。D126 は YVRVT と綴るが，Or. 5338, fol. 27b の YVRT に従う。なお，ms. 3357, fol. 47a; 
Or. 9662, fol. 37a は diyār mamlakat，Or. 9660, fol. 28a は ahlī mamlakat と記す。　
184）pādišāh-i mā taqaddamlar。D126; Or. 9660, fol. 28a; Or. 9662, fol. 37a は PADŠAHY と綴るが，
ms. 3357, fol. 47a; Or. 5338, fol. 27b の PADŠAH が正しい。　
185）ms. 3357, fol. 47b; Or. 5338, fol. 27b; Or. 9660, fol. 28b; Or. 9662, fol. 37a により äyläp を補う。










































āyid。ms. 3357, fol. 47b; Or. 5338, fol. 27b; Or. 9662, fol. 37a は QS
˙








ara。D126; ms. 3357, fol. 47b; Or. 5338, fol. 28a; Or. 9660, fol. 28b は MNAZRH と綴るが，
ms. 3357, fol. 47b は直後の単語を MNAZ
˙
RH と正しく綴っており，それに従う。
191）fast (< past)。D126; Or. 5338, fol. 28a では FN，Or. 9660, fol. 28b では FS。ms. 3357, fol. 48a の
FST に従う。
192）D126 は nečä と記すが，ms. 3357, fol. 48a; Or. 5338, fol. 28a; Or. 9660, fol. 28b; Or. 9662, fol. 





（Turk d. 20, fol. 40b; Cf. D191, fol. 47a）によった。　
